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熊本県県央広域本部上益城地域振興局土木部工務課に着任！！

やるばい！！くまもとけん！！

静岡県第５陣の業務について

１２月末までに災害査定（第２２次査定）が全て完了し、静岡県第５陣からの主な業
務は発注業務＋監督業務を行うこととなる。

静岡県が支援班として配属されている上益城地域振興局土木部工務課は、熊本地震に
よる災害と、平成28年6月の豪雨による河川災の復旧業務にあたっており、査定決定
額約１２５億円、約１９０件の採択を受けた。その中で支援班の担当は約１４億円、１
０５件の実施設計書作成・発注業務・現場監督業務を行うこととなる。（支援班一人当
たり２０件の発注）

今年度中に全件契約を目標とし、２月上旬までに全件工事数発注起案することが当面
の業務となる。

平成２９年１月４日、静岡から約７時間、電車と
バスを乗り継ぎ、上益城地域振興局（熊本県上益城
郡山都町）に着任した。町の様子は天竜支局周辺と
似ており、のどかな雰囲気に包まれている。熊本と
いえば南国をイメージされると思うが、山都町は標
高400m近くあり、朝晩は大変冷え込む。

年末年始をまたいだため、静岡県第４陣との顔を
合わせた引継はなく、熊本県職員から引継を受けた。
熊本県職員もすべての現場を把握しているわけでは
ないので自分で地図と写真を見ながら担当現場を探
すというのが最初の仕事である。

各都道府県から応援に来た工務課支援班は６名で
構成されている。滋賀県の職員を除き１月から５名
が入れ替わる新体制となり、慣れないなか、皆で力
を合わせ一つ一つ課題をクリアしている状況である。

１月からの支援班（左奥から福井県松浦技師、
徳島県武田参事、原田技師、右奥から滋賀県大
田原参事、高知県舛田技師、桐田主査）

静岡県第５陣：島田土木事務所工事第３課 桐田主査
浜松土木事務所天竜支局 原田技師

現地の状況 （益城町）
・震度７を観測し、被害が最も大きいとされる益城町の現地を見て回った。

・熊本地震から８ヶ月が経過したもののまだブルーシートをかぶった家が多くみられる。

・主要幹線道路は、比較的通行しやすい状態に復旧されていた。

・県管理の1級河川の河川堤防は軒並み１ｍほど沈下し、応急仮復旧の大型土のうが並ぶ。

ブルーシートが多くみられる町並み 大型土のうで嵩上げされた護岸
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